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タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
の
影
響
は
世
界
的
な
範
囲
に
拡
大

し
た
と
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
事
例

地
域
最
後
の
北
海
道
は
、
申
国
に
そ
の
起
源
を
持

ち
、
か
つ
古
代
以
降
、
主
と
し
て
日
本
の
沖
積
平

野
に
展
開
し
た
条
里
の
土
地
区
画
が
広
が
る
地
域

に
も
極
め
て
近
い
。
日
本
は
、
ま
さ
に
大
陸
の
規

模
を
越
え
て
畑
作
を
大
き
く
発
展
さ
せ
た
タ
ウ
ン

シ
ッ
プ
と
、
稲
作
の
能
率
的
な
経
営
を
支
え
て
き

た
条
里
の
、
二
つ
の
代
表
的
な
土
地
計
画
が
接
す

る
世
界
で
も
珍
し
い
地
域
で
あ
る
と
い
え
る
。
著

者
の
金
田
氏
が
条
里
網
研
究
の
第
一
人
者
で
も
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
本
書
の
も
う
一
つ

の
目
的
は
、
こ
れ
ら
両
者
の
比
較
か
ら
新
た
に
生

み
出
さ
れ
る
研
究
テ
ー
マ
を
、
若
手
の
研
究
者
に

対
し
て
提
示
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
て

な
ら
な
い
。

　
　
　
　
（
B
6
判
～
＝
四
頁
二
〇
…
五
年
一
月

　
　
　
　
　
ナ
カ
ニ
シ
や
出
版
　
税
別
二
〇
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
（
片
平
博
文
　
立
命
館
大
学
文
学
部
教
授
∀

『
史
林
臨
投
稿
規
定

◇
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ

論
説
　
1
段
組
5
4
字
×
！
9
行
の
体
裁
で
、
三
二
〇

　
　
〇
〇
字
以
内

研
究
ノ
ー
ト
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、

　
　
二
〇
〇
〇
〇
字
以
内

研
究
動
向
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、
三

　
　
二
〇
〇
〇
字
以
内

史
料
紹
介
　
2
鞘
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、
三

　
　
二
〇
〇
〇
字
以
内

書
評
・
論
文
評
　
2
コ
組
、
八
○
○
○
字
以
内

紹
介
　
3
段
組
、
＝
一
〇
〇
字
程
度

◇
原
稿
の
種
類
を
明
示
す
る
こ
と
。

◇
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
本
文
や
注
だ
け
で
な
く

　
謝
辞
や
図
表
・
翻
刻
を
含
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

　
紙
幅
に
収
め
る
こ
と
。

◇
注
は
各
章
末
に
入
れ
る
こ
と
。

◇
「
欧
文
タ
イ
ト
ル
」
を
添
付
す
る
こ
と
。

◇
論
説
に
は
「
要
約
」
（
四
〇
〇
字
以
内
）
を
添

　
付
の
こ
と
。
「
要
約
」
は
上
記
の
紙
幅
制
限
の

　
対
象
外
と
す
る
。

◇
論
説
お
よ
び
研
究
ノ
ー
ト
の
投
稿
者
は
、
掲
載

　
が
決
定
し
た
時
点
で
、
「
欧
文
要
約
」
（
六
〇
〇

　
～
八
○
○
語
程
度
）
を
提
出
す
る
こ
と
。
な
お
、

　
英
文
要
約
に
限
り
、
翻
訳
に
よ
る
作
成
依
頼
に

　
も
応
じ
る
が
、
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
す
る
。

◇
投
稿
に
際
し
て
は
、
（
1
）
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

　
［
部
も
し
く
は
P
D
F
フ
ァ
イ
ル
、
お
よ
び

　
（
2
）
電
子
デ
ー
タ
を
送
付
す
る
。
電
子
デ
ー

　
タ
に
関
す
る
詳
細
は
下
記
「
補
足
」
の
く
電
子

　
デ
ー
タ
作
成
要
領
〉
を
参
照
。
電
子
デ
ー
タ
を

　
準
備
で
き
な
い
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
事
務
局

　
ま
で
連
絡
す
る
こ
と
。

◇
図
版
を
用
い
る
場
合
は
、
下
記
「
補
足
」
の
く
図

　
版
作
成
要
領
〉
に
従
っ
て
作
成
、
添
付
す
る
こ

　
と
。

注
意
一
編
集
委
員
会
に
お
い
て
、
印
刷
技
術
上
、

　
図
版
の
修
正
や
特
殊
活
字
の
作
成
を
要
す
る
と

　
判
断
し
、
こ
れ
を
業
者
に
委
託
し
た
場
合
に
は
、

　
そ
の
経
費
の
一
部
、
数
千
円
～
数
万
円
を
負
担

　
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
解
下

　
さ
い
。

送
り
先
　
史
林
編
集
委
員
会

〒
六
〇
六
－
会
9
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内
　
史
学
研
究
会
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『
史
林
隔
投
稿
規
定
「
補
足
」

〈
電
子
デ
ー
タ
添
付
要
領
〉

・
電
子
デ
ー
タ
は
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
、
C

D
－
R
、
C
D
－
R
W
、
U
S
B
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ

モ
リ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
保
存
し
て
郵
送
す
る

こ
と
を
原
則
と
す
る
。
郵
送
に
不
便
が
あ
る
な

ど
の
事
由
で
、
メ
ー
ル
に
よ
る
投
稿
を
希
望
す

る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
事
務
局
に
問
い
合
わ

せ
る
こ
と
。

・
本
文
の
電
子
デ
ー
タ
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
・

ワ
ー
ド
、
一
太
郎
、
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
の
い

ず
れ
か
の
形
式
で
保
存
し
、
保
存
形
式
（
O
S

お
よ
び
使
用
ソ
フ
ト
）
を
明
示
す
る
こ
と
。

・
図
版
に
電
子
デ
ー
タ
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、

ω
O
O
α
玄
以
上
の
解
像
度
と
す
る
。
ソ
フ
ト

　
（
窪
¢
ω
鐸
讐
o
N
や
℃
げ
0
8
ω
7
8
な
ど
）
や
バ
ー

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
事
前
に
照
会
・
確
認
を
す
る

　
こ
と
。

〈
図
版
作
成
要
領
〉

・
本
文
原
稿
中
に
図
版
の
割
付
箇
所
を
注
記
す
る

こ
と
。

・
仕
上
寸
法
は
、
最
大
で
⑳
㎜
×
m
㎜
（
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
込
み
）
と
す
る
こ
と
。

・
図
お
よ
び
写
真
は
、
仕
上
寸
法
の
2
倍
（
面
積

　
4
倍
）
程
度
で
作
成
し
、
希
望
縮
尺
率
を
明
記

　
す
る
こ
と
。

・
図
は
、
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
や
製
図
用
ケ

　
ン
ト
紙
な
ど
に
製
図
用
イ
ン
キ
で
明
瞭
に
描
く

　
こ
と
。
そ
の
際
、
線
の
太
さ
を
一
定
に
保
つ
た

　
め
、
製
図
用
ペ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し

　
い
。

・
図
中
の
文
字
は
写
真
植
字
を
用
い
て
印
刷
す
る

　
の
で
、
鉛
筆
書
き
す
る
か
、
上
に
ト
レ
ー
シ
ン

　
グ
ペ
ー
パ
ー
を
重
ね
該
当
箇
所
に
文
字
の
み
を

　
書
き
入
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
レ

　
タ
リ
ン
グ
や
ワ
ー
プ
ロ
文
字
を
原
図
に
貼
り
付

　
け
る
場
合
は
、
仕
上
段
階
の
鮮
明
度
を
配
慮
す

　
る
こ
と
。

・
写
真
は
、
原
版
が
十
分
に
鮮
明
で
コ
ン
ト
ラ
ス

　
ト
が
明
瞭
な
も
の
を
選
ぶ
こ
と
。
な
お
、
巻
頭

　
に
ア
ー
ト
紙
で
印
刷
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
場

　
合
は
、
割
付
・
仕
上
等
は
編
集
委
員
会
で
調
整

　
す
る
。
そ
の
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
す
る
。

・
表
は
、
仕
上
を
配
慮
し
て
、
文
字
数
や
表
現
法

　
を
工
夫
す
る
こ
と
。
原
表
の
掲
載
を
希
望
す
る

　
場
合
は
、
そ
の
旨
を
明
記
し
、
図
版
に
準
じ
た

　
体
裁
を
整
え
る
こ
と
。

注
意
　
図
表
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
、
投
稿
者
に

修
正
を
依
頼
す
る
か
、
編
集
委
員
会
が
修
正
し

ま
す
（
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
な
り
ま
す
）
。

〈
論
文
等
の
電
子
的
公
開
に
つ
い
て
〉

・
著
者
が
論
文
等
を
任
意
の
サ
ー
バ
ー
に
、
機
関

　
レ
ポ
ジ
ト
リ
等
を
使
っ
て
公
表
す
る
場
合
は
、

　
以
下
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
を
要
す
る
。
こ
の

　
条
件
を
満
た
す
限
り
に
お
い
て
、
本
会
へ
の
承

　
諾
伺
い
は
不
要
と
す
る
。

　
イ
）
　
『
史
林
』
の
版
面
を
そ
の
ま
ま
P
D
F
フ

　
　
ァ
イ
ル
な
ど
に
し
て
公
開
す
る
場
合
は
、
掲

　
　
載
誌
刊
行
後
、
二
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

　
ロ
）
　
論
文
の
出
典
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

　
ハ
）
　
営
利
目
的
で
な
い
こ
と
。

問
合
せ
先
一
史
学
研
究
会
事
務
局

Go

S
力
⑨
σ
¢
p
ξ
0
8
歩
p
o
甘

受
　
贈
　
誌

（
二
〇
一
四
年
一
月
改
定
）

（
二
〇
一
五
年
三
月
四
日
～

二
〇
一
五
年
五
月
｝
四
日
）

鹿
児
島
経
済
論
集
（
鹿
児
島
国
際
大
学
経
済
学
部

　
学
会
）
五
五
1
｝
～
四
合
併
号

斯
道
文
庫
論
集
（
斯
道
文
庫
）
四
九
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旨
8
B
巴
。
｛
宏
。
民
9
＄
ω
け
》
ω
一
碧
匹
ω
8
曼

　
（
ぎ
N
静
＄
ω
け
〉
も
・
一
系
顕
。
。
8
「
く
閃
。
導
留
ぎ
⇒
）

　
一
一
一
二

國
史
學
（
国
史
学
会
）
二
～
五

史
窓
（
京
都
女
子
大
学
史
学
会
）
七
二

夷
蔓
史
学
（
大
正
大
学
史
學
會
）
…
三

待
兼
山
論
叢
文
化
動
態
論
篇
（
大
阪
大
学
大
学
院

　
文
学
研
究
科
）
四
八

神
女
大
史
学
（
神
戸
女
子
大
学
史
学
会
）
甥
二

史
學
雑
誌
（
史
興
會
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）

　
一
一
一
四
…
二

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
一
九
三

関
西
学
院
史
学
（
関
西
学
院
大
学
史
学
会
）
四
二

愛
大
史
学
一
丁
本
史
・
世
界
史
学
・
地
理
学
一

　
（
愛
知
大
学
文
学
部
人
文
社
会
学
科
）
二
四

経
済
論
叢
（
京
都
大
学
経
済
学
会
）
　
八
七
－
四

経
済
論
叢
（
京
都
大
学
経
済
学
会
）
一
八
八
一
一

　
～
会

社
ム
瓜
学
年
誌
（
早
稲
田
社
会
学
会
）
五
⊥
ハ

摂
大
人
文
科
学
（
摂
南
大
学
外
国
語
学
部
）
二
二

立
命
館
平
和
研
究
一
立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ

　
ユ
ー
ジ
ア
ム
紀
要
一
（
立
命
館
国
際
平
和
ミ

　
ユ
ー
ジ
ア
ム
）
　
一
六

↓
Φ
q
詳
。
蔓
き
山
ω
雷
ω
面
罵
皇
醇
凪
山
肥

立
命
館
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
だ
よ
り
（
立
命

　
館
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
二
二
一
三

成
大
歴
史
學
報
（
國
立
成
功
大
學
歴
史
學
系
）
四

　
七
立
命
館
産
業
社
会
論
集
（
立
命
館
産
業
社
会
学

　
会
）
五
〇
1
四

日
本
手
士
院
紀
要
（
日
本
學
士
院
）
六
九
一
二

仏
教
美
術
研
究
上
野
記
念
財
団
助
成
研
究
会
報
告

　
書
　
研
究
発
表
と
座
談
会
（
代
表
　
西
上

　
実
）
四
一

信
濃
（
信
濃
史
学
会
）
六
七
－
三

韓
国
民
族
文
化
（
釜
山
大
患
校
韓
国
民
族
文
化
研

　
究
所
）
五
四

日
本
史
研
究
（
日
本
史
概
究
会
）
六
一
三

法
政
史
論
（
法
政
大
学
大
学
院
日
本
史
学
会
）
四

　
二
古
代
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
年
報
（
専
修

　
大
学
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
）
　
一

駿
台
史
學
（
駿
台
史
学
会
）
一
五
三

史
淵
（
九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院
）
一

　
五
二

立
命
館
法
益
（
立
命
館
大
学
法
学
会
）
三
五
七
・

　
三
五
八

国
家
學
會
雑
誌
（
国
家
学
会
事
務
所
）
一
二
八
－

　
一
・
二

東
洋
學
文
献
繋
目
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

　
附
属
漢
学
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
）
二
〇
｝
二
年

　
度

神
道
心
が
教
　
（
神
道
宗
教
学
会
）
　
二
＝
エ
ハ

神
道
宗
教
（
神
道
宗
教
学
会
）
二
三
七

福
島
大
学
人
間
発
達
文
化
誤
差
論
集
（
福
島
大
学

　
人
間
発
達
文
化
学
類
）
一
九

福
島
大
学
人
問
発
達
文
化
学
制
論
集
（
福
島
大
学

　
入
間
発
達
文
化
学
類
）
二
〇

皇
學
館
大
饗
紀
要
（
皇
學
館
大
運
）
五
三

立
命
館
文
學
（
立
命
館
大
学
人
文
学
会
）
六
四
一

古
代
文
化
（
古
代
學
鋳
型
）
六
六
一
三

古
代
文
化
（
古
代
學
協
會
）
六
六
－
四

文
化
益
年
報
（
同
志
社
大
学
文
化
学
会
）
六
四

日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
六
〇
四

紀
要
　
史
学
（
中
央
大
学
文
学
部
）
六
〇

考
古
学
報
（
中
国
社
会
科
学
考
古
学
研
究
所
）
二

　
〇
一
五
一
一

山
ロ
大
學
文
學
會
志
（
山
口
大
学
文
学
会
）
六
五

奈
良
史
学
（
奈
良
大
学
史
学
会
）
三
二

経
済
研
究
（
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
）
六
六
－
二

人
文
學
（
同
志
社
大
学
人
文
学
会
）
～
九
五

史
観
（
早
稲
田
大
学
史
学
会
）
一
七
二

東
洋
文
化
（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
）
九
五

日
本
歴
史
（
田
本
歴
史
学
会
）
八
〇
三
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史
學
研
究
（
廣
島
史
學
概
究
會
）
二
八
七

美
術
研
究
（
東
京
文
化
財
研
究
所
）
四
一
四

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
　
九
一

大
倉
山
論
集
（
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
）
六
～

駿
台
史
學
（
駿
台
史
学
会
）
一
五
四

東
洋
史
研
究
（
東
洋
史
研
究
会
）
七
三
一
解

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
（
同
朋
大
学
仏

　
教
文
化
研
究
所
）
三
四

史
　
と
美
術
（
史
遊
美
術
同
孜
会
）
八
五
三

関
学
西
洋
史
論
集
（
関
学
西
洋
史
研
究
会
）

　
×
×
×
＜
H
同
H

史
創
（
史
創
研
究
会
）
五

ア
ジ
ア
旦
暮
所
紀
要
（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究

　
所
）
四
　

経
済
論
究
（
九
州
大
学
大
学
院
経
済
学
会
）
一
五

　
一新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
（
新
潟
県
立
歴

　
史
博
物
館
）
　
一
⊥
ハ

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
報
（
編
者
）
二
八

経
済
科
学
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究

　
科
）
　
山
ハ
ニ
ー
四

経
済
科
学
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究

　
科
）
　
山
ハ
ニ
ー
～
二

飛
鳥
資
料
館
研
究
図
録
東
ア
ジ
ア
金
属
工
芸
史
の

　
研
究
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
資
料
館
）
一

　
八
オ
リ
エ
ン
ト
（
日
本
オ
リ
エ
ン
ト
学
会
）
五
七
－

　
二
日
本
民
俗
学
（
臼
本
民
俗
学
会
）
二
八
一

人
文
研
究
（
小
樽
商
科
大
学
）
～
二
九

美
術
研
究
（
東
京
文
化
財
研
究
所
）
四
「
五

口
癖
雑
誌
（
史
學
會
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）

　
＝
～
四
－
三

皇
撃
墜
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
年
報
（
皇

　
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
）
～

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要
（
皇

　
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
）
一

政
大
豆
梓
（
政
大
史
粋
編
纂
小
組
）
第
二
七
期

立
命
館
文
學
（
立
命
館
大
学
人
文
学
会
）
六
四
二

松
本
市
史
研
究
（
松
本
市
）
二
五

東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
（
東
洋
大
学
）
六
八
史
料

　
科
篇
四
〇

藝
林
（
藝
林
會
）
六
四
一
一

ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
年
報
（
東
洋
大
学
ア
ジ

　
ア
文
化
研
究
所
）
四
九

東
洋
文
化
研
究
（
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究

　
所
）
一
七

学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
調
査
研
究
報
告

　
（
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
）
五
九

人
文
地
理
（
人
文
地
理
学
会
）
六
七
－
一

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
一
九
四

壷
溝
師
大
歴
史
學
報
（
國
立
豪
灘
師
範
大
鰐
歴
史

　
學
系
）
五
一

豪
溝
師
大
歴
史
學
報
（
國
立
墓
溝
師
範
大
鷲
歴
史

　
學
系
）
五
二

一
信
濃
（
信
濃
史
学
会
）
　
山
ハ
七
一
㎜
悶

東
北
学
院
大
学
論
集
歴
史
と
文
化
（
東
北
学
院
大

　
学
学
術
研
究
会
）
五
三

日
本
研
究
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

　
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）
五
一

一
橋
研
究
（
一
橋
大
学
令
学
院
一
橋
研
究
編
集
委

　
員
会
）
三
九
－
三
・
四
（
通
巻
一
八
○
）

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
一
九
五

n
口
本
史
研
朋
究
（
m
口
本
史
研
究
A
写
）
　
山
ハ
～
二
二

日
本
塩
業
の
研
究
（
日
本
塩
業
研
究
会
）
三
四

愛
知
大
學
文
學
論
叢
（
愛
知
大
学
文
学
会
）
四
五

　
一広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
（
広
島
大
学

　
大
学
院
文
学
研
究
科
）
七
四

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
紀
要
（
鹿
児
島
大
学
法
文

　
学
部
）
人
文
科
学
論
集
八
○

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
紀
要
（
鹿
児
島
大
学
法
文
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学
部
）
人
文
科
学
論
集
八
｝

東
北
大
学
文
学
研
究
科
研
究
年
報
（
東
北
大
学
大

　
学
院
文
学
研
究
科
）
六
四

龍
谷
大
学
経
済
学
論
集
（
龍
谷
大
学
経
済
学
会
）

　
五
四
－
一
・
二

》
乞
↓
誠
刃
○
℃
○
い
○
臼
○
〉
い
Q
り
O
罠
乞
O
国
（
6
冨

　
○
窪
。
巨
｝
8
毎
臥
。
臨
黙
許
国
》
窯
↓
出
自
○
℃
9

　
い
○
の
H
O
諺
じ
の
O
O
日
↓
顧
○
閃
呂
勺
℃
○
茗
）
一

　
二
三
一
一

ア
ジ
ア
研
究
所
所
報
（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究

　
所
）
一
五
八

日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
会
）
八
〇
四

古
代
文
化
（
古
代
學
協
會
）
六
六
－
四
（
改
訂

　
版
）

大
東
文
化
大
学
漢
學
會
誌
（
大
東
文
化
大
學
漢
學

　
会
）
五
四

導
修
史
学
（
専
修
大
学
歴
史
学
会
）
五
八

エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
－
石
炭
を
中
心
と
し
て
一

　
（
九
州
大
学
記
録
資
料
館
産
業
経
済
資
料
部

　
門
）
竺
O

石
炭
研
究
資
料
叢
書
（
九
州
大
学
記
録
資
料
館
産

　
二
王
経
洛
旧
資
料
部
門
）
　
一
二
山
ハ

栃
木
県
立
文
書
館
研
究
紀
要
（
栃
木
県
立
文
書

　
館
）
一
九

栃
木
県
立
文
書
館
だ
よ
り
（
栃
木
県
立
文
書
館
）

　
五
七

福
島
県
立
博
物
館
紀
要
（
福
島
県
立
博
物
館
）
二

　
九
経
濟
學
研
究
（
九
州
大
学
経
済
学
会
）
八
一
－
四

病
濟
學
研
究
（
九
州
大
学
経
済
学
会
）
八
～
1

　
酬
工
・
山
ハ
A
日
併
q
万

国
二
十
六
雑
誌
（
国
家
学
会
事
務
所
）
　
｝
二
八
－

　
三
・
四

中
央
研
究
餌
壷
史
語
蓄
研
究
所
集
刊
（
中
央
研
究

　
院
歴
史
語
醤
研
究
所
）
八
六
－
一

纒
向
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
纒
向
学
研
究

　
（
桜
井
市
綴
向
学
研
究
セ
ン
タ
ー
）
童

桜
井
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
（
桜
井
市

　
纏
向
学
研
究
セ
ン
タ
ー
編
）
四
四

桜
井
市
纒
向
学
研
究
セ
ン
タ
ー
年
報
（
桜
井
市
纏

　
向
学
研
究
セ
ン
タ
ー
）
二
号
（
二
〇
一
四
）

長
崎
大
学
教
育
学
部
署
要
（
長
崎
大
学
教
育
学

　
部
）
一

　
　
編
集
後
記

　
例
年
に
も
似
ず
梅
雨
ら
し
い
長
雨
が
続
く
。
国

立
大
の
人
文
・
社
会
科
学
藩
学
部
を
縮
小
せ
よ
と

の
文
科
省
の
通
達
は
、
世
事
に
疎
い
小
生
の
耳
に

も
届
い
て
き
た
。
実
業
界
の
要
請
に
応
え
て
こ
の

手
の
議
論
が
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
は
、
そ
れ

な
り
の
理
由
も
あ
ろ
う
。
大
学
は
世
の
中
の
役
に

立
つ
人
材
を
育
成
せ
よ
。
ご
も
っ
と
も
な
お
話
だ
。

日
々
国
民
の
血
税
を
食
み
な
が
ら
、
無
駄
な
研
究

の
何
が
悪
い
と
居
直
る
態
度
は
、
文
化
系
学
部
を

目
の
敵
に
す
る
人
々
に
つ
け
い
る
隙
を
与
え
る
だ

け
で
あ
る
。
今
後
は
、
そ
も
そ
も
大
学
の
知
的
営

為
自
体
に
価
値
を
認
め
な
い
妄
人
が
権
力
を
握
り
、

目
に
国
法
な
き
無
体
な
要
求
を
国
民
に
強
い
て
こ

な
い
と
も
限
ら
な
い
世
の
中
だ
。
昨
今
の
長
雨
が

国
の
根
幹
を
腐
ら
せ
な
い
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、
不

肖
小
生
も
襟
を
正
さ
ね
ば
な
る
ま
い
。
　
（
山
崎
）

命
史
学
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

　
葺
6
”
＼
＼
輯
≦
華
。
ウ
菖
窪
q
更
鼻
Φ
長
薯
冨
こ
℃
〉
二
三
．
鐸
昆
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＝。。

ﾒ
三
訂
語
暫
定
鍾
、
二
〇
〇
円

　
史
林
第
九
八
巻
第
　
膏
写
（
通
巻
第
五
＝
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内

　
　
　
　
　
躍
A
響
・
七
五
）
七
五
三
三
七
八
七

発
行
人

印
刷
所

得遠
回一．　○学
　み
刷響永δ

緯井押
鵡　蓋究
△藁　　　～
瓜田　　　五

時死和無
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